
●消防庁長官表彰
令和８年３月４日付

【永年勤続功労章】
団　　員　　大　浦　　　順　氏

●日本消防協会表彰
令和８年３月６日付

【精積章】
分 団 長　　武　藏　　　仁　氏

【勤続章】
団　　員　　今　野　昌　明　氏

●宮城県消防協会長表彰
【退職消防団員感謝状】
（10 年以上勤続退職者）
元分団長　　境　　　政　行　氏
元 部 長　　齋　藤　和　宏　氏
元 団 員　　今　野　昌　明　氏
元 団 員　　髙　橋　　　弘　氏
元 団 員　　髙　橋　　　透　氏

【賞詞】
（10 年以上勤続）
部　　長　　髙　橋　正　範　氏
団　　員　　井　上　鎮　夫　氏
団　　員　　小　林　　　瞬　氏
団　　員　　黒　坂　芳　樹　氏

【無火災表彰】
3 年間　　　該当なし
5 年間　　　該当なし

 10 年間　　　該当なし

●七ヶ宿町消防団長表彰
（５年以上勤続）
班　　長　　春　　　利　幸　氏
団　　員　　中　嶋　勇　一　氏
団　　員　　渡　邉　健　太　氏
団　　員　　小　川　恭　寧　氏

●宮城県消防協会仙南地区支部長表彰
（20 年以上勤続）
団　　員　　田　部　友　和　氏
団　　員　　小笠原　吉　一　氏

●七ヶ宿町長表彰
【退職団員感謝状】
（10 年以上勤続退職者）
元分団長　　境　　　政　行　氏
元 部 長　　齋　藤　和　宏　氏
元 団 員　　今　野　昌　明　氏
元 団 員　　髙　橋　　　弘　氏
元 団 員　　髙　橋　　　透　氏

【表彰状】
（17 年以上勤続）
部　　長　　五十嵐　康　彦　氏
団　　員　　山　田　雄　紀　氏

【永年勤続章】
（15 年以上勤続）
　　　　　　該当なし

表　彰　者

七ヶ宿町消防団消防演習が開催されました

▲ポンプ操法▲分列行進 ▲部隊訓練 ▲表彰状授与

令和９年度版令和９年度版 みやぎ手帳を販売します！ みやぎ手帳を販売します！
　文字が大きくて読みやすい！見やすく使いやすい月間予定表
と日記や最新の統計資料、仕事・生活に役立つ資料などが備えて
いる毎年好評のみやぎ手帳を販売します。購入を希望される方
は電話などでお申込みください。

●価　　格　700円（税込み）
●販売数量　45冊（なくなり次第終了となります）

■申込・お問い合わせ　ふるさと振興課 企画係　☎３７－２１９４

　日本年金機構から、「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が対象の方に送付されます。
お手元に届きましたら、大切に保管し、年末調整や確定申告の際に使用してください。
　「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」は、e-Taxで利用できる電子データの送付も行っ
ています。郵送よりも早く受け取ることができます。
　マイナポータルから「ねんきんネット」にログインし、電子送付希望の登録を行うと、マイナ
ポータルの「お知らせ」で電子データを受け取ることができます。（電子送付希望の登録を行う
と、登録後は書面の郵送が停止されます。）

●お問い合わせ
　（１）控除証明書相談チャット（24時間対応）
　　　�「相談チャット総合窓口」へアクセスし、「被保険者の方」→「控除証明書」を

選択してください。
　（２）日本年金機構ホームページ
　　　�「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」の概要、よくあるご質問（Q＆A）

等を掲載しています。
　（３）ねんきん加入者ダイヤル
　　　◆電話番号　（ナビダイヤル）０５７０－００３－００４
　　　　　　　　　０５０から始まる電話でおかけになる場合
　　　　　　　　　（東京）０３－６６３０－２５２５
　　　◆受付時間　月～金曜日　８：30～ 19：00
　　　　　　　　　第２土曜日※　９：00～ 16：00
　　　　　　　　　※第２土曜日以外の土・日・祝日、12/29 ～ 1/3はご利用いただけません。

国民年金からのお知らせ
国民年金保険料は全額が社会保険料控除の対象です!

対象者 送付方法 送付時期

①
令和８年１月１日から令和８年
９月 30 日までの間に国民年金�
保険料を納付した方

電子送付 令和 8年 10月中旬から
下旬にかけて順次

郵　　送 令和 8年 10月中旬から
11月上旬にかけて順次

②
令和８年10月１日から令和８年�
12月 31日までの間に国民年金
保険料を納付した方
（①の対象者は除きます。）

電子送付 令和9年１月下旬から順次

郵　　送 令和 9年２月上旬

▲控除証明書
相談チャット

▲日本年金機構
ホームページ

※画像はイメージです

令和８年 11 月１日号広報しちかしゅくNo.790

　10月４日、七ヶ宿ダム自然休養公園運動広場を会場に、令和８年度七ヶ宿町消防団消防演
習が開催されました。演習には98名中81名の団員が集結したほか、消防ポンプ車、積載車合
わせて９台が出動し、梅津団長指揮のもと、実地放水や分列行進、ポンプ操法の他、部隊訓練
も実施され、日頃の訓練の成果を発揮していました。
　渡部町長から「火災のみならず、近年多発する自然災害への対応など、消防団が果たすべき
役割は多岐にわたり、地域における重要性は従来にも増して高まっています。団員各位には、
その課せられた使命の重さを深く認識し、町民の安全で安心な暮らしを守るため、一層の尽力
を切望します。」と挨拶があり、改めて防災の士気を高める機会となりました。

⑦⑥


